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 ٭ُٛئهؔطءحءؙ

１. 泘氳 
使い捨て容器は便利で気軽に使える⼀⽅、海洋プラスチックごみの発⽣、ポイ捨てによる景観の
破壊など様々なリスクがある。 
Re&Go サービスは、「使い捨て容器」から、「容器のシェアリングサービス」に変えることで、
ごみが発⽣しない繰り返し使⽤できる容器で提供する。 
本サービスの社会実装を進めるため、2021 年 11 ⽉より東京都内で実証実験をしており、店舗
や Re&Go パートナーのオペレーション確認/フィードバック、利⽤者アンケート/インタビュー
からサービスの有⽤性は⼀定程度確認できた。 
サービスモデルを構築し事業化・世間への定着を⾏うことで容器ごみの絶対数削減を⽬的とす
る。 
 
 

２. 㲔产⫂㳊 

Ζ ◅域⩕غ٭ؤ  IT؅⮵榫סّ٭ؚنعشٚوتل٭ئג׊啶疣 

・ 容器に⼆次元コードを付与し、ユーザーが読み取りすることで利⽤管理を⾏う 
・ 誰もが簡単にシェアリング容器の利⽤・返却・実績を確認できる UIを提供し、気軽に 
サービス利⽤できるか検証する 

・ Re&Go輸送・洗浄パートナーに物流・洗浄を管理するシステムを提供し、在庫・衛⽣管理の
仕組みを構築する 
 

Η Re&Go cup؅ٜظٓتؾةلסتل٭ئ吾鋀 

・ 利⽤・返却の傾向と利⽤ユーザーの情報を分析し、データの有⽤性を検証する 
・ 容器のシェアリングサービスにおける付加価値を仮説検証する 
・ 実証実験の結果をもとに、コスト・CO2排出量の分析を⾏う 
 

Θ ٗ٭ا٭յ꞊➟縖٬ء٤ٛؓكס׫⮆冪 

・ ユーザーへのアンケート、インタビューを実施し得られた結果から改善を進めるポイントを
明確にする 

・ 店舗、Re&Goパートナーへのヒアリングを実施し、システム・オペレーションの修正を進め
る 
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３. 㲔产⛮⯆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
‒

 
Re&Goサービスの運営 

 
・Re&Goシステムの構築・保守 
・チャットボットの運営・問合せ対応 
・実証実験で得られたデータの分析 
・Re&Goシステムの課題抽出/改善検討 

 
Re&Goサービスの運営 

 
・実証実験の運⽤ 
・輸送・洗浄パートナー網の構築・管理 
・事業化の要件検討 
・オペレーション・容器の課題抽出 
・CO2排出量可視化の内容検討 

NECソリューションイノベータ株式会社 

 

NISSHA株式会社 

LINE ٗ ٭ ا ٭ ؕ ٤ ذ ٭ ن ؘ ٭ ت  

輸送パートナー	

ユーザー	

・スターバックス	 コーヒー	 ジャパン	
・ローソン 

䈘艥յ鮖鴜/嬲孶٭ػع٭ق榫 
畘杼ّطتب 

店舗 

Re&Go cup 

・シーバイエス	

洗浄パートナー	
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Re&Go cup哭釐  

１. Re&Go cupעכ 
Re&Go cup サービスは、従来使い捨てカップを利⽤していたシーンでも、様々な企業・店舗が
つながることで繰り返し利⽤できる容器をシェアできる仕組み（=容器のシェアリングサービス）
である。また「店舗での洗浄負担を減らす」「衛⽣管理を徹底する」という点で Re&Go輸送/洗
浄パートナー網を構築している。 
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２. Re&Goס攐䐶 

Ζ 㳊㉺ךٜو٤بע嚀耆氳 

様々な店舗で利⽤する容器であるため、デザインはシンプルに 
している。また Re&Go cupはステンレス製で保温保冷性がある 
ため、使い捨てカップより機能⾯で優れている。 
 
 
 

Η ⱶ沾䈘׵ך׆לף׿ֵך⮵榫٬鲭ⷋ⺎耆 

使い終わったら、利⽤店以外でも最寄りの加盟店へ返却を⾏える。 
またマイボトルと異なり、⾃宅からの持ち運び・洗浄の⾏為が 
無いため気軽に利⽤ができる。 
 
 
 
 

Θ 轼榟畘杼ג׿׈岲廹ם㳊㉺ 

Re&Go衛⽣基準を満たした施設で洗浄パートナーが洗浄・保管。 
容器のシェアリングサービスは、通常の飲⾷店での利⽤よりも 
洗浄までの時間が⻑い可能性があるため、それらを加味した 
衛⽣基準を設定している。 
 
 
 

Ι 梪㗞ס׫靹春䈱؅澬鏀׾׀ך 

容器ゴミの削減数や CO2排出量の情報を公開。 
いつもの⽣活の中で環境貢献ができるサービスを⽬指す。
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齉⫂㲔錞㲔꽦ס㲔竮 

１. ⮵榫㲔竮 

Ζ 丗⡁䗯㕔 

 
 

2021年 11⽉〜2023年 2⽉の利⽤実績 
 

 
利⽤されたユーザーには、ほぼ返却いただいた。（99.9%） 
期限内に返却ができない場合でも LINE のチャットや Web 問い合わせフォームに対して連絡を
⼊れていただけるなど、返却の意識を持っていただけている。 
 

Η ؓع٭آ٤ 

2022年 9⽉に Re&Go登録ユーザーに対してアンケートを実施した。 
総回答数は 683名。うち、⼥性 : 51.0%、男性 : 24.9%、性別回答なし : 24.1% 
またアンケート回答者の内訳として、Re&Go サービスの利⽤回数が 21 回を超えるユーザーが
約 17%、1回のみ利⽤のユーザーが 35%であった。
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Θ ؕ٭ٖلذ٤ 

2022 年４⽉から６⽉にかけて、定期的に Re&Go サービスを利⽤がある 3 名のユーザーにイン
タビューを実施した。容器の機能性や、洗わなくて済むといった点を⾼く評価いただけるととも
に、操作性などの改善点も指摘いただけた。 
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Ι 梪㗞靹春䈱 

「みんなの環境貢献度」として、 
-容器ゴミの削減数（=Re&Goの利⽤回数） 
-CO2排出削減量（Re&Goと使い捨て容器の⽐較） 
をユーザーに公開。 

 
 

Κ ⮵榫ס⥝⺸ 

朝借りて、昼・もしくは⼣刻の退勤時に返すオフィスユーザーが多く⾒受けられる。利⽤者は、
当⽇の返却が多く、 83%が 当⽇を含め 24 時間以内に返却する形が多い。リピーターになると、
決まった形で利⽤していただける⼀⽅で、⼀回使ったのみで再度利⽤しない⽅も多く存在して
おり、アンケートなどで聞かれた「返却」という⾏為が分かりにくい、⾯倒であるといった課題
があるのではないかと推測している。 
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鐐갭כ☪䏲ס㷣ꝧ 

１. ⮵榫٬鲭ⷋ؅ت٭ؘن٭ذ٤ؕ٭ا٭ٗס䷉ャ 
アンケートの中で、容器の読み取りのしにくさ、返却という⾏為が分かりにくいといった指摘が
あった。そのため、容器利⽤後の案内⽅法を修正や LINEリッチメニューの⾒直し*、ユーザーが
選択する項⽬の修正を⾏うことで、週 10件程度の LINEによる問い合わせが⼤幅に減少した。 
今後は利⽤までのステップ数を減らすなど、さらに使いやすい改善を進める。 
今回、東京都環境局の実装化⽀援を活⽤し、主には利⽤・返却のステップ数削減による使いやす
さ向上のシステム⾯の検討、実装を⾏った。 
 
*LINEリッチメニュー内に「Re&Goの使い⽅」や「よくある質問」などを配置し問い合わせ前に
確認をしやすくした。 

 
 
 

２. 㳊㉺ס⟊畘䓪յ٤ؕاظ䓪ס⺸┕ 
実証実験で採⽤したステンレス⼆重構造のカップは、「保温保冷性が良い」などの⼀定の評価は
ある⼀⽅、「サイズが⼤きいため持ちにくい」「蓋の飲み⼝部分が分厚く飲みにくい」「保管の場
所をとる」といった改善点が、ユーザーヒアリングにより確認できた。 
そのため、東京都環境局の実装化⽀援を活⽤し、それらの特性（保温保冷性）を活かしつつ、以
下の改善点を盛り込み、容器及び運搬/保管⽤コンテナのデザイン・⾦型開発・製造を⾏った。 
・ 容器を持ちやすくするため、持つ位置（細い部分）を無意識に誘導するデザインとした 
・ 蓋をつけた状態での飲みやすさを向上、また持ち歩きをしやすいデザインの蓋を開発した 
・ 重ねて保管できるデザインにすることで、店舗での保管性を向上した 
・ 運搬・保管⽤のコンテナを新規に開発し、省スペース化を実現した 
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３. 嬲孶٬鮖鴜禿ס澬玮յ؅عتؤ䤰ֻ׾ 
洗浄・輸送パートナーへ委託する仕組みの中で、衛⽣管理など⼤きなトラブルなどはなかった。
ただしパートナーが利⽤するシステムの中で、運営側で対応する事例が数件発⽣した。（例：納
品時の登録忘れ）今後はシステム・ユーザーインターフェースを改善することで、作業者のミス
を発⽣しにくくする。 
またサービス展開に向けては、輸送・洗浄コストを下げていく必要がある。配送ルートの最適化
システム、洗浄ロボットの導⼊などの検討を進める。 
今回、東京都環境局の実装化⽀援を活⽤し、主には洗浄・輸送パートナーが利⽤するユーザーイ
ンターフェース改善の検討、実装を⾏った。 
 
 

 ׾鏀湳յ⮵榫؅䇶ׅס٭ا٭ٗ .４
今後、ユーザーの認知・利⽤を広げるため、都内での利⽤場所拡⼤ができるよう進める。特に飲
⾷・⼩売店舗以外でも利⽤ができるよう 2023年内に検証を実施する。また容器のシェアリング
サービスをカップ以外にも適⽤ができるよう、容器及びシステムの検討を進める。 
 


